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１．長寿命化修繕計画の目的 

 

 

 

１）背景 

○2020 年度における長寿命化修繕計画策定橋梁 310 橋のうち、供用後 60 年以上を経過した橋梁は現

在 40 橋(13%)であるが、20 年後には 203 橋(65%)となり高齢化が進展する見通しである。 

○今後、これらの橋梁の対症療法的維持管理を継続した場合に維持管理コストが非常に高くなり、適

切な維持管理が困難になる恐れがある 

  

現在(2020 年)                   20 年後(2040 年)  

 

図-1 架設後 60 年以上の橋梁の増加 

 

２）目的 

○主に以下の３つの項目を目的として、長寿命化修繕計画を策定する。  

①長寿命化及びコスト縮減  

  これまでの事後保全的な対応から計画的かつ予防保全的な対応に転換することにより、橋梁の長

寿命化を図るとともに、トータルとしての維持管理費用の増大を抑制する。  

②予算の平準化 

  計画的な維持管理を行い、将来における維持管理費用の集中を抑制し、世代間の負担の差を最小

限に抑える。 

③道路ネットワークの安全性の確保  

  橋梁点検や修繕・架替えを計画的に進め、事故等につながる損傷を早期に発見するとともに、生

活や一般交通に支障を及ぼさないよう橋梁を最適な状態に保ち、道路ネットワークの安全性を確保

する。  
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２．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 

○計画策定橋梁は、久慈市における全管理橋梁 310 橋とする。 

表-1 計画策定橋梁 

全管理橋梁 310 橋 

 うち計画の対象橋梁数 310 橋 

 修繕計画を見直す橋梁数 297 橋 

R2 点検結果により修繕計画への追

加登録を行う橋梁数 

13 橋 
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表-2(1) 対象橋梁一覧表 
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表-2(2) 対象橋梁一覧表 
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表-2(3) 対象橋梁一覧表 
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表-2(4) 対象橋梁一覧表 
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表-2(5) 対象橋梁一覧表 
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

１）健全度の把握の基本的な方針 

【橋梁点検の実施】 

○定期点検は「橋梁定期点検要領」（岩手県Ｒ２）に基づいて、供用開始後 2年以内に初回を行い、2

回目以降は 5年に 1回の頻度で行う事を基本とする。また、既設橋梁であっても、拡幅などの大規

模な改築あるいは連続化など橋梁構造に大きな変更を伴うような工事が行われた場合には、上記の

点検頻度によることなく、2年以内に初回点検を計画するのがよい。  

【健全度評価】 

○道路橋毎の健全性の診断は、道路橋単位で総合的な評価を受けるものである。一般には、構造物の

性能に影響を及ぼす主要な部材に着目して、最も厳しい評価で代表させる事ができる。表-3 に健

全度判定区分を示す。 

表-3 健全度判定区分 

区 分 定 義 

Ⅰ 

 

健全 

 

道路橋の機能に支障が生じていない状態 

 

Ⅱ 

 

予防保全段階 

 

道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま

しい状態 

Ⅲ 

 

早期措置段階 

 

道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

 

Ⅳ 

 

緊急措置段階 

 

道路橋の機能に支障が生じている。又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ず

べき状態 

 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として定期パトロール、維持修繕などを実施する。 

【定期パトロールの実施】  

橋梁を良好な状態に保つため、定期パトロールを実

施する。また、点検時に安全性に係わる損傷が確認さ

れた橋梁に対しては、補修を実施するまでの間、重点

的に劣化の進行状況を観察し、必要に応じて対策等を

講じる。 

【橋梁長寿命化に向けた維持修繕の徹底】 

日常的な維持管理の継続は橋梁の長寿命化につなが

るため、維持修繕の徹底に努める。 

 ①路面清掃 

 ②排水施設及び橋座の土砂撤去 

 ③床版下面の漏水、遊離石灰析出状況確認 写真-1 定期パトロール状況 
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４．対象橋梁の長寿命化及び維持修繕に係わる費用の縮減に関する基本的な方針 

 

 

 

５.久慈市特有の劣化に関する基本的な方針 

 

 

６．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期等 

次回の点検時期は、前回の最新点検年次から５年後を基本とする。 

○久慈市は積雪寒冷地であり、凍害による損傷が発生しやすく、また、飛来塩分による塩害及び凍結

防止剤の散布による塩害の双方が懸念される環境条件であることから、劣化過程に応じた対策工法

に加えて、予防的な対策（伸縮装置の非排水化、橋面防水、表面含浸工法等）を併用することを基

本とする。  

   

塩害が原因と推定される損傷事例    凍害が原因と推定される損傷事例 

写真-2 久慈市における特徴的な損傷 

○損傷が相当程度深刻化した後に大規模な修繕を実施する「事後保全型」から、定期的に点検を実施

しする事により損傷が軽微な段階で修繕を実施する「予防保全」への転換に努め、長寿命化修繕に

要するコストの縮減を図る。また、予算シュミレーションを実施し、事業費の平準化を図る。 

○修繕による延命効果が期待できない橋梁、機能上の問題や耐荷性・耐震性に劣る橋梁などは、状況

によっては廃止が望ましいことも想定されるため、廃止（集約化・撤去）検討を行うものとする。 

○久慈市橋梁長寿命化修繕計画においては新技術等を積極的に活用して行くものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 長寿命化修繕費用の縮減および平準化に関する基本方針 
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７．長寿命化修繕計画による効果 

 

 

 

１）コスト縮減効果 

○今後、高度経済成長期を中心に集中して建設された道路橋の老朽化が急速に進行する見込みであ

り、従来の損傷が深刻化して初めて大規模な修繕を実施する事後保全型維持管理を行った場合、今

後 50 年間に必要となる維持管理費は約 376 億円と想定される。 

○改定計画に基づき、損傷が深刻化する前から適切な措置を計画的に実施する予防保全型維持管理を

行った場合、今後 50 年間で必要となる維持管理費は約 270 億円と想定され、図 3 の通り、将来必

要となる維持管理費として 28.2%（約 106 億円）のコスト縮減が見込める。 

 

 

図-3 コスト縮減効果 
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８．新技術等の活用 

本橋梁長寿命化修繕計画においては、定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化や費用縮減

などを図るために新技術等を積極的に活用して行くものとする。 

 

９．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

 

 

 

 

２）橋梁の廃止（集約化・撤去）によるコスト縮減効果 

○修繕による延命効果が期待できない橋梁、機能上の問題や耐荷性・耐震性に劣る橋梁などは、状況

によっては廃止（集約化・撤去）が望ましいことも想定されるため、廃止（集約化・撤去）検討の

必要性の判断基準について、構造条件・環境条件・損傷原因・ネットワークの視点等から検討を行

うものとする。  

○廃止（集約化・撤去）の候補に該当する橋梁は図-4 に示す５橋となる。これらの橋梁を廃止（集

約化・撤去）することにより今後必要となる架替費用として 5.32 億円のコストを縮減することが

できる。 

 番号 橋名 架替費用(百万円)

1 止滝橋 278

2 小田橋 120

3 宇津目跨線橋 104

4 長久保小橋 15

5 鏡岩橋 15

合計 532         

図-4 健全性の向上効果 

１）計画策定担当部署 

 久慈市 建設部 建設整備課 TEL 0194－52－2111 

 

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 大西弘志（岩手大学理工学部教授） 


